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表代同共」会のちた女いなさ許

を拡軍め求を和平「・長会会医女本日

高市政権に

　　女性の

　

　　　　　　前田　佳子さ
ん
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О
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

得
を
す
る
の
は


ミ
サ
イ
ル
で
な
く﹁
私
の
要
求
﹂を
　

●●●● 談対春新

↙

まえだよしこ　泌尿器科医師、東京女

子医大附属足立医療センター・骨盤底

機能再建診療部部長・准教授、昭和医

科大学泌尿器科客員教授、公益社団法

人日本女医会会長、平和を求め軍拡を

許さない女たちの会共同代表、国際婦

人年連絡会世話人

た
い
と
き
に
必
要
な
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

べ
き
で
す

軍
事
費
に
使
う

お
金
が
あ
る
な
ら

そ
れ
を

使

て
医
療
従
事
者
の
処
遇

を
保
ち
な
が
ら

持
続
可
能

な
医
療
・
保
険
シ
ス
テ
ム
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す


米
山
　
医
療
費
削
減
の
一
環

で

뗒Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
﹂
뗊市

販
薬
と
同
様
の
効
用
を
持
つ

処
方
薬
︶
の
保
険
外
し
の
動

き
も
急
展
開
し
て
い
ま
す


全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

︵
保
団
連
︶
な
ど
と
一
緒
に

と
り
く
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
ア

ン
ケ

ト
に
は
１
万
２
０
０

０
人
以
上
が
こ
た
え

保
険

外
し
に
﹁
反
対
﹂
が
９０
％


若
い
世
代
も
高
齢
者
か
ら
も

﹁
物
価
高
で
暮
ら
し
が
大
変

な
時
に
今
度
は
薬
代
ま
で
自

己
負
担
か
뗓
뗒
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
が
崩
れ
る
﹂
と
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ

新
婦
人

の
会
員
も

記
者
会
見
で
メ

デ

ア
に
訴
え
た
り

政
府

交
渉
に
も
臨
み
ま
し
た


前
田
　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
件
は
日
本

女
医
会
も

国
民
の
健
康
と

安
全
を
脅
か
す
重
大
問
題
と

し
て

保
険
適
用
外
に
反
対

の
要
望
書
を
厚
労
大
臣
に
出

し
ま
し
た

患
者
さ
ん
も
困

る
け
ど

開
業
医
も
す
ご
く

困
る
ん
で
す
よ

た
と
え
ば

風
邪
の
症
状
や
ア
レ
ル
ギ


を
持
つ
患
者
さ
ん
が
み
ん
な

薬
局
に
行

て
薬
を
買
う
よ

う
に
な

た
ら

小
さ
な
医

院
は
や

て
い
け
な
く
な
り

ま
す
よ


米
山
　
負
担
増
に
な
ら
な
い

よ
う
力
を
合
わ
せ
て
押
し
返

し
て
い
き
た
い
で
す
ね


前
田
　
そ
う
で
す
ね

今
ま

で
も
医
療
機
関
に
は

マ
イ

ナ
カ

ド
の
機
械
を
入
れ

ろ

電
子
カ
ル
テ
を
入
れ
ろ

な
ど

費
用
負
担
の
多
い
政

府
の
政
策
に
振
り
回
さ
れ

て

閉
院
す
る
診
療
所
も
増

え
て
い
ま
す


米
山
　
大
宣
伝
し
て
き
た
マ

イ
ナ
保
険
証
も

利
用
率
が

あ
が
ら
ず

従
来
の
保
険
証

を
廃
止
し
て
ま
で
強
引
に
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す


前
田
　
結
局

だ
れ
が
得
し

て
も
う
か

て
い
る
か
と
い

う
と

機
械
を
作

て
る
会

社
な
ど
で
す
よ

よ
く
考
え

て
み
る
と

福
島

沖
縄


オ
リ
ン
ピ

ク
뗆コ
ロ
ナ
禍
뗆

す
べ
て
が
同
じ
構
造
で
す
よ

ね

本
当
に
困

て
い
る
人

に
は
ま

た
く
手
当
て
さ
れ

ず

一
部
の
企
業
だ
け
が
利

潤
を
む
さ
ぼ
り

責
任
も
取

ら
な
い


米
山
　
そ
う
そ
う

だ
か
ら

企
業
団
体
献
金
が
な
く
な
ら

な
い
わ
け
で
す
ね

そ
も
そ

も
自
民
党
の
過
半
数
割
れ
を

招
い
た
の
は

뗈
政
治
と
カ

ネ
뢀
問
題
へ
の
怒
り
で
す


こ
の
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
な
い
限
り

暮
ら
し
は
よ

く
な
り
ま
せ
ん


米
山
　
年
末
の
補
正
予
算
審

議
で
は

物
価
高
騰
か
ら
暮

ら
し
を
守
る
手
立
て
で
は
な

く

過
去
最
大
の
８
４
７
２

億
円
の
軍
事
費
を
盛
り
込
む

と
い
う
異
常
な
予
算
案
に


一
部
の
野
党
ま
で
賛
成
し


自
民
政
治
を
支
え
て
い
ま

す

通
常
国
会
で
は
衆
議
院

の
定
数
削
減
や
ス
パ
イ
防
止

法
な
ど

民
主
主
義
を
壊
す

法
案
に
も

束
に
な

て
声

を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す


　
新
婦
人
は

自
ら
の
要
求

を
直
接
国
会
に
届
け
る

次

世
代
自
身
が
主
体
と
な

た

国
会
行
動
を
年
に
数
回
と
り

く
ん
で
い
ま
す

１２
月
に
も

全
国
か
ら
参
加
し
た
１
５
０

人
が

そ
れ
ぞ
れ
不
登
校


医
療
崩
壊

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
外
し
뗆軍
事
基
地
化
뗆

原
発

女
性
支
援

性
搾
取

者
へ
の
処
罰
の
問
題
な
ど


切
実
な
要
求
を
訴
え
た

国

会
議
員
や
６
つ
の
省
庁
に
要

請

署
名
提
出

交
流
会
な

ど

行
動
し
な
が
ら
エ
ン
パ

ワ

し
て
い
ま
す


前
田
　
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い

で
す
ね

日
本
女
医
会
は
１

９
０
２
年
に
創
立
な
の
で


今
年
１
２
４
年
目
に
な
り
ま

す

国
内

海
外
の
女
性
医

師
と
の
相
互
連
携
を
お
こ
な


て
い
ま
す
が

組
織
を
つ

な
い
で
い
く
の
は
難
し
い
で

す

世
代
を
超
え
て
つ
な
が

り

行
動
す
る
こ
と
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し

ま
し
た

絶
望
し
た
く
な
る

時
も
あ
り
ま
す
が

決
し
て

あ
き
ら
め
ず

声
を
あ
げ
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね


　
﹁
女
た
ち
の
会
﹂
の
シ
ン

ボ
ル
は

ミ
サ
イ
ル
が
鳩
に

な

て
飛
ん
で
い
く
デ
ザ
イ

ン
に
な

て
い
ま
す

今
な

ら

声
を
上
げ
ら
れ
ま
す


米
山
　
戦
争
へ
の
道
を
食
い

止
め
る
た
め
に

連
帯
を
広

げ
た
い

軍
拡
で
は
な
く
暮

ら
し
・
平
和
・
平
等
を
と


女
性
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て

動
か
し
て
い
く
年
に
し
た
い

で
す
ね


「平和を求め軍拡を許さない女たちの会」結成の記者会見。
中央が前田さん（年２月）

選択的夫婦別姓の実現を求める国会前集会に、前田さん
（右から５人目）もかけつけた（年６月）

あけましておめでとうございます

　

日

本

中

国

友

好

協

会

会
長
　
井
　
上
　
久
　
士

〒
１１１
뗙
００５３
　
東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
뗙
二
뗙
三

鈴
和
ビ
ル
五
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
三
九
︶
二
一
四
〇

　

日

本

ベ

ト

ナ

ム

友

好

協

会

会
長
　
古
　
田
　
元
　
夫

〒
１７０
뗙
０００５
　
東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
二
뗙
一
七
뗙
一
〇
뗙
一
〇
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
九
八
一
︶
八
七
九
五

Ｅ
メ

ル
놶

놾
@
놶
놾
뇁
놳
녹놲놸

　

日

朝

協

会

会
長
　
関
　
原
　
正
　
裕

〒
１０１
뗙
００６１
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
二
뗙
一
一
뗙
一
三

五
〇
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
三
七
︶
一
九
九
一

　

総
合
社
会
福
祉
研
究
所

　

月
刊
誌
﹃
福
祉
の
ひ
ろ
ば
﹄

〒
５４３
뗙
００５５
　
大
阪
市
天
王
寺
区
悲
田
院
町
八
뗙
一
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
六
︵
六
七
七
九
︶
四
八
九
四

　
有
限
会
社

　
ユ

タ

カ

サ



ビ

ス

代
表
取
締
役
　
三
　
國
　
高
　
穂

〒
１５１
뗙
００７１
　
東
京
都
渋
谷
区
本
町
一
뗙
二
〇
뗙
二

パ
ル
ム
ハ
ウ
ス
初
台
８０６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
三
七
七
︶
二
八
〇
一

　

か

も

が

わ

出

版

〒
６０２
뗙
８１１９
　
京
都
市
上
京
区
堀
川
通
出
水
西

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
五
︵
四
三
二
︶
二
八
六
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
︵
四
三
二
︶
二
八
六
九

놿
놿
놿
녹놳
놩
놵
놷
놯
놩
놿
놩
녹놫
놷
녹놲놸

　
ス
ポ

ツ
は
平
和
と
と
も
に

　

新

日

本

ス

ポ



ツ

連

盟

〒
１１４
뗙
００１４
　
東
京
都
北
区
田
端
一
뗙
二
四
뗙
二
二

山
柿
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
三
四
︶
八
七
二
六

　

日

本

ユ



ラ

シ

ア

協

会

〒
１５６
뗙
００５２
　
東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
一
뗙
一
一
뗙
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
二
九
︶
八
二
三
一

　

日

本

機

関

紙

協

会

〒
１０５
뗙
００１４
　
東
京
都
港
区
芝
一
뗙
四
뗙
九

平
和
会
館
７
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
五
四
︶
八
二
四
一

　
月
刊
　
ゆ
た
か
な
く
ら
し
発
行

　

全
国
老
人
福
祉
問
題
研
究
会

〒
１８９
뗙
００２１
　
東
京
都
東
村
山
市
諏
訪
町
二
뗙
二
六
뗙
一

白
十
字
ホ

ム
気
付

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
︵
三
九
二
︶
八
九
八
二

　
パ
ソ
コ
ン
Ｏ
Ａ
・
情
報
通
信
・
電
気
設
備

　

平

和

電

気

株

式

会

社

〒
１７１
뗙
００２１
　
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二
뗙
三
뗙
一
二

近
代
マ
ン
シ

ン
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
九
七
九
︶
九
五
八
一

皆
さ
ま
と
共
に

平
和
と
民
主
主
義
を
広
げ
る
会
社
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す

　
株
式
会
社

　
光

陽

メ

デ



ア

〒
１６２
뗙
０８１８
　
東
京
都
新
宿
区
築
地
町
８
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
六
〇
︶
九
一
三
一

　

う

た

ご

え

新

聞

社

〒
１６９
뗙
００７２
　
東
京
都
新
宿
区
大
久
保
二
뗙
一
六
뗙
三
六

音
楽
セ
ン
タ

内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
〇
九
︶
〇
六
三
八

놲놷
놽
놺
놶
놩
놴@
놽
놼놩
놯
놷
놭
녹놯
놺
녹놲놸

本
づ
く
り

夢
づ
く
り

平
和
な
２１
世
紀
づ
く
り

　
　
　
株
式
会
社

　
新

　
　

　

　

協
　　

〒
１１２
뗙
００１２
　
東
京
都
文
京
区
大
塚
四
丁
目
四
〇
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
九
四
一
︶
七
八
二
一

놰
놼놼놸

놻
놌
/
/
놻
놱놶
놳
뇁
놷
-
놸
녹놲놸
/

　

ひ

め

し



ら

法

律

事

務

所

第
二
東
京
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
　
杉
　
井
　
静
　
子

〒
１９０
뗙
００１４
　
東
京
都
立
川
市
緑
町
七
뗙
一

立
飛
ビ
ル
８
号
館
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
︵
五
四
八
︶
八
六
七
五

　
ジ

ン
ダ

平
等
の
実
現
を

　

渋

谷

共

同

法

律

事

務

所

弁
護
士
　
淵
脇
み
ど
り
／
弁
護
士
　
小
林
　
容
子

弁
護
士
　
千
葉
　
恵
子
／
弁
護
士
　
山
田
　
聡
美

　
　
弁
護
士
　
與
那
嶺
慧
理

〒
１５０
뗙
００３１
　
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
四
뗙
二
三

渋
谷
桜
丘
ビ
ル
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
六
三
︶
四
三
五
一

　

㈱

ア

ル

フ



・

デ

ザ

イ

ン

〒
１０５
뗙
００１１
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
二
뗙
九
뗙
三

芝
ロ
イ
ヤ

ビ
ル
五
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
七
七
五
︶
〇
〇
八
一

　
家
族
旅
行
か
ら
各
種
団
体
大
会
ま
で
の
旅
行
社

　

勤
労
者
レ
ク
リ
エ

シ

ン
協
会

〒
１７０
뗙
００１３
　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
뗙
八
뗙
二
　
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
九
八
四
︶
〇
四
〇
一

놰
놼놼놸

놌
/
/
놿
놿
놿
녹놳
놱놶
놺
놭
놫
녹놫
놷
녹놲놸

ジ

ン
ダ

平
等
を
実
現
し
ま
し

う


　

東

芳

紙

業

株

式

会

社

〒
１０１
뗙
００５１
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

二
뗙
二
뗙
三
四

千
代
田
三
信
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
六
六
七
九
︶
二
五
七
七

놰
놼놼놸

놌
/
/
놼놷
놰
놷
-
놸
놩
놸
놭
놺
녹놫
놷
녹놲놸

総
合
物
流
業
떶発
送
代
行
떶情
報
処
理
떶保
管
流
通
加
工

運
輸
局
許
可
떶一
般
貨
物
運
送
떶取
扱
業

　
株
式
会
社

　

教

宣

文

化

社

代
表
取
締
役
社
長
　
成
　
　
瀬
　
　
大
　
　
輔

〒
３５９
뗙
００１２
　
埼
玉
県
所
沢
市
坂
之
下
七
九
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
︵
二
九
四
四
︶
四
三
二
三

大
軍
拡
反
対

憲
法
９
条
が
輝
く
社
会
へ

く
ら
し
を
守
り

ジ

ン
ダ

平
等
実
現
を


運
動
を
彩
る
印
刷
物
を
作
成
い
た
し
ま
す

　

あ

か

つ

き

印

刷

株

式

会

社

代
表
取
締
役
社
長
　
大
久
保
　
　
　
豊

〒
１５１
뗙
００５１
　
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
뗭
谷
四
뗙
二
五
뗙
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
九
七
︶
〇
五
三
一
︵
代
︶

놰
놼놼놸

놻
놌
/
/
놿
놿
놿
녹놩
놱놳
녹놫
놷
녹놲놸

（３） 第３５８５号 新　婦　人　し　ん　ぶ　ん （第三種郵便物認可） ２０２６年１月１日（木曜日）


